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2025年

(令和７年)

恋のチューリップ畑（橋本市 恋野地区）

桜と並んで春を彩る代表的な花、チューリップ。色ごとにそれぞれ違った花言葉があることでも知られています。
橋本市の恋野地区では、約1,500㎡ものチューリップ畑が整備されており、赤やピンク、黄色など３万本のチューリッ
プがハートの形に植えられ、地区の名前にちなんで「恋のチューリップ畑」と名付けられています。

（写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）
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                         冒頭メッセージ  

 

 

 

 

 

 

和歌山だよりをご覧のみなさま、はじめまして。本年４月１日付けの人事異

動により秘書課長を拝命し、編集長となりました魚井慎吾（大阪府堺市出身）

と申します。 

 

岸本知事が４月 15 日に亡くなられました。 

2025(令和７)年度がはじまり、新たに和歌山県に入庁した 220 名に「県庁の

仕事は県民を笑顔にすること。苦しむ人に寄り添ってください。」という訓話を

されたばかりでした。13 日には大阪・関西万博が開幕し、関西パビリオンの「和

歌山ゾーン」において、和歌山を世界に PR していく意気込みを語っておられま

した。編集部一同が信じられない思いのなか、今号の編集作業を行いました。 

 

岸本知事としては最後の和歌山だよりとなります。心からの哀悼の意を込め

てお送りします。 

 

 

和歌山県知事室 秘書課長 

魚井 慎吾 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 2 - 

 和歌山県政トピックス                       

 

●大相撲三月場所で「和歌山県知事賞」を贈呈しました         

 

 この度、３月９日から 23 日までエディ

オンアリーナ大阪で開催された大相撲三

月場所の幕内優勝力士に対し、和歌山県

知事賞を贈呈しました。 

 ３月 23 日の千秋楽、優勝力士決定後に

行われた表彰式において、12 勝３敗で並

んだ大関経験者の平幕高安との戦いを制

し、見事３場所ぶり３回目の優勝を果た

した大関大の里に、知事から本県の特産

品である保田紙で作成した賞状と根来塗の大盃を贈呈しました。また、副賞と

して、和歌山県産の果物の中から、味一プレミアムみかん、あら川の桃、新秋

柿をそれぞれ旬の時期にお届けします。 

県では、古くから相撲競技に力を入れており、多くの力士を輩出しているこ

とから、本県出身力士にも、是非和歌山県知事賞を知事から受け取っていただ

きたいと思います。 

 

●新たな県産品の推奨制度「和歌山一番星アワード」を創設しました！  

 

 県では、県内で製造される優れた県産品を厳選し、認定と推奨を行う新たな制度「和歌山

一番星アワード」を創設しました。 

 今後、事業者から商品を募集し、審査委員会による審査を経て、認定商品を決定します。

認定商品については、和歌山を代表する「一番星」として、国内外に向けての情報発信や販

路拡大等の支援を行うことにより、和歌山県産品の価値向上に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

表彰式で大の里に賞状を授与する知事 



- 3 - 

                         和歌山県政トピックス  

 

●2024(令和６)年度和歌山県発明考案表彰式を開催しました       

 

 県では、優れた発明、考案によっ

て科学技術の改善向上に貢献した

方々の功績を讃えることにより、発

明考案思想の高揚を図り、県産業の

振興や県民生活の向上、本県の文化

の発展に寄与することを目的とし

て、1997（平成９）年度より「和歌

山県発明考案表彰」を行っています。 

 この度、優秀な発明や創作により科学技術の向上に寄与した９名(４件)の方

に発明賞を、優れた創意工夫によって生産技術の向上等に貢献した６名(３件)

の方に創意工夫功労賞をお贈りしました。 

 式典では、受賞者を代表して林撚糸株式会社の 林
はやし

雄
ゆう

太
た

代表取締役が、「県産業の振興に貢献できたことを実感

する栄誉ある賞であり、受賞者とその活動を支えてくだ

さった方々の大きな励みとなる。この栄誉を糧に、一層

精進したい」と謝辞を述べられました。 

 近年、大きく変化しつつあるものづくりの現場におい

て、社会変化に適応する先行的な技術開発に挑戦されて

いる方々の豊富な御経験と卓越した御見識は必要不可

欠です。 

県では、引き続き技術開発や新たなビジネスへのチャレンジを全力で支援す

るとともに、受賞者の皆さんのように、新しい価値を創造する方が今後も現れ、

将来の和歌山県をけん引していただけることを大いに期待しています。 

 

 

 

  

受賞者の皆さんと知事 

謝辞を述べる林代表取締役 
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 和歌山県政トピックス                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●湯浅醤油有限会社が知事を表敬訪問しました             

 

この度、湯浅醤油有限会社が「フレンチビ

ジネスアワード 2025 クー・ド・クール賞」

を受賞され、同社の新古
し ん こ

敏
とし

朗
お

代表取締役と

塩谷
しおたに

正人
ま さ と

現場統括部長が受賞報告に知事を

表敬訪問しました。 

「フレンチビジネスアワード」は、日本に

おける日仏両国企業の躍進を讃え、今後の

両国のビジネスの成功のために、在日フラ

ンス商工会議所が主催となり毎年開催されており、今回で 14 回目を数えます。

また、「クー・ド・クール賞」は、業界や規模を問わず、優れた品質と国際貢献

を示す幅広い企業に贈られる賞で、同社は、フランス サンテミリオンのワイナ

リーと共同醸造した「SHINKO NOIRE（濃口醤油、ワイン樽で発酵・熟成）」「SHINKO 

BLANCHE（白しょうゆ）」の製造販売などにより、日仏の歴史と伝統を結び、両

国の食文化の融合による「新しい価値の創造」が高く評価され、受賞に至りました。 

 ワイナリーで造る醤油の開発は、2011(平成 23)年の東日本大震災の風評被害

により、これまで懸命に築いてきたフランスへの販売ルートが途絶えたことが

背景となっています。フランスでワイナリーを見学した新古代表取締役が、醤

油造りとワイン醸造が同じく発酵食品という共通点に気付き、フランスで醤油

を造ったらおもしろそうだと思ったというエピソードも聞かせていただきました。 

 県では、国際マーケットにおける商品展開など、たゆまぬ挑戦を続ける企業

をこれからも応援していきたいと考えています。 

  

新古代表取締役と知事 
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                         和歌山県政トピックス  

 

●世界にはばたけ！ 第 16 期ゴールデンキッズ修了式を開催しました   

 

 この度、将来トップアスリートとして

の活躍が期待される「ゴールデンキッズ」

第 16 期生 37 名が３年間の育成プログラ

ムを修了しました。 

 「ゴールデンキッズ発掘プロジェクト」

は、県内の優れた素質を有するこどもた

ちを早期に見出し、発達段階に応じた「育

成プログラム」を展開することで、将来オ

リンピックをはじめとする国際舞台で活躍できる競技者を育成することを目的

としたもので、2006（平成 18）年度から開始し 2024（令和６）年度で 19 年目

を迎えました。今回を含めこれまでに 598 名が修了し、多くの修了生が国際大

会や全国大会で活躍しています。 

 修了式では、修了証の授与や記念品の贈呈のほか、これまでの活動を記録し

た DVD 映像が上映された後、齋藤
さいとう

光
ひかる

さんと西
にし

麻
ま

陽
はろ

さんが「ゴールデンキッズで

つちかった学びをもっと深め、トップアスリートになれるように努力をし続け

たい」「ゴールデンキッズで学んだ積極性を忘れず、どんなことにも挑戦して

いきます」と力強く「代表のことば」を述べました。 

 こどもたちはいつの時代も明るい未来を切りひらいていく私たちの希望です。

これからも世界のトップアスリートを目指すこどもたちを応援するとともに、

世界で活躍する修了生の皆さんを様々な方法により支えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

修了証を手にする第 16 期生の皆さん 
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 和歌山県政トピックス                       

 

●大韓民国、香港を訪問しました                   

 

岸本知事は、２月９日から 12 日の日程で大韓民国を、２月 22 日から 23 日の

日程で香港を訪問しました。 

 

（１）大韓民国訪問 ２月９日（日）～12 日（水） 

 

 パンスターグループ本社訪問  

■日 時：２月 10 日（月）10 時 00 分～11 時 00 分 

■場 所：パンスターグループ本社 

釜山と大阪南港を結び、フェリーやクル

ーズ客船を運航する釜山最大手の船会社パ

ンスターグループの本社を訪問し、キム・ヒ

ョンキョム会長と会談を行いました。 

知事からは、新規就航の豪華客船「パンス

ターミラクル号」の和歌山への寄港や、大阪

に寄港した観光客向けの和歌山ツアーの商

品造成等を要請しました。 

キム・ヒョンキョム会長からは、和歌山には大阪や京都にはない魅力的な観

光資源があり、新しい寄港先として、前向きに検討していきたいと発言があり

ました。 

 

 釜山広域市ワーケーション施設予定地視察  

■日 時：２月 10 日（月）13 時 00 分～13 時 15 分 

■場 所：釜山広域市影島区 

 釜山広域市が新たにワーケーション施設の設置を

検討している高校（廃校予定）を視察し、計画案等に

ついて説明を受けました。 

 

 釜山広域市長表敬訪問  

■日 時：２月 10 日（月）15 時 00 分～15 時 30 分 

■場 所：釜山広域市役所  

 パク・ヒョンジュン釜山広域市長を表敬訪問しました。 

釜山広域市とは、ワーケーションの普及及び推進に向け

た覚書を結んでおり、今後の更なるビジネスや青少年交流

での連携に合意しました。 

  

ﾊﾟﾝｽﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ｷﾑ･ﾋｮﾝｷｮﾑ会長との会談の様子 

ﾜｰｹｰｼｮﾝ施設設置検討地の視察の様子 

知事とﾊﾟｸ･ﾋｮﾝｼﾞｭﾝ釜山広域市長 
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                         和歌山県政トピックス  

 

 釜山広域市議長表敬訪問  

■日 時：２月 10 日（月）15 時 30 分～16 時 00 分 

■場 所：釜山広域市議会庁舎 

 アン・ソンミン釜山広域市議会議長を表敬訪問し

ました。同行の山下直也日韓親善和歌山県議会議員

連盟会長は昨年５月にも議員連盟のメンバーで釜

山広域市を訪問しており、アン議長との再会で友好

関係を確認。知事は、国会議員時代、日韓議員連盟

の役員として活動していたので、議員同士の交流の大切さを再確認しました。 

 

 大塚在釜山日本国総領事との意見交換及び同総領事主催レセプション  

■日 時：２月 10 日（月）17 時 30 分～19 時 30 分 

■場 所：在釜山日本国総領事公邸 

 在釜山日本国総領事公邸を訪問し、大塚剛総領事と

意見交換を行いました。今回の訪韓の趣旨や、和歌山

県と釜山広域市との交流について説明し、同総領事か

らは、釜山広域市の現況について説明を受けました。 

大塚総領事主催の「和歌山・釜山友好交流の夕べ」

では、釜山の観光協会、韓日親善協会をはじめ経済界のリーダーが招待され、

実りの多いレセプションとなりました。 

 

 和歌山観光セミナー＆商談会 in ソウル  

■日 時：２月 11 日（火）14 時 00 分～17 時 00 分 

■場 所：ロッテホテルソウル 

＜観光セミナー＞ 

韓国における和歌山県の認知度向上を目的に、旅行会

社やメディア等を対象とした観光セミナーを開催しま

した。知事より和歌山が誇る豊かな観光資源や熊野白浜

リゾート空港、大阪・関西万博の和歌山ゾーンなどの紹

介を行いました。 

参加者：旅行会社、メディア等 47 社 61 名 

＜商談会＞ 

観光セミナー後同会場にて、和歌山を含む旅行商品の

造成、ネットワーク構築、観光情報の発信を目的に旅行

会社と県内観光事業者との商談会を開催しました。 

参加者：旅行会社 24 社、県内観光事業者 12 社、県 

  

ｱﾝ･ｿﾝﾐﾝ釜山広域市議会議長と知事 

「和歌山・釜山友好交流の夕べ」にて 

観光セミナーの様子 

商談会の様子 
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 和歌山県政トピックス                       

 

 水嶋在大韓民国日本国大使との意見交換  

■日 時：２月 11 日（火）16 時 30 分～17 時 00 分 

■場 所：在韓国日本国大使館 

在大韓民国日本国大使館において、水嶋光一大使に今

回の訪韓の趣旨を説明し、熊野白浜リゾート空港へのチ

ャーター便の定期便化などへの支援を要請しました。大

使からは、韓国の政局や経済の状況について説明を受け

ました。 

 

 韓進観光社訪問  

■日 時：２月 12 日（水）10 時 00 分～10 時 30 分 

■場 所：韓進観光本社 

韓国の大手旅行会社である韓進観光のイ・ジャン

フン代表取締役を訪問し、昨年２月、５月、今年１

月と実施された熊野白浜リゾート空港へのチャー

ター便運航のお礼を述べるとともに、引き続き和歌

山県へのチャーター便運航及び和歌山県への更な

る誘客に資する商品造成を強く要請しました。 

 

 大韓航空社訪問  

■日 時：２月 12 日（水）11 時 30 分～14 時 30 分 

■場 所：大韓航空本社 

韓国最大手の航空会社「大韓航空」の本社を訪問し、チェ・ジョンホ副社長

をはじめ同社幹部と会談を行いました。 

知事からは、昨年２月から数次にわたり運航し

ている大韓航空のチャーター便に対してお礼を

述べるとともに、和歌山と韓国を繋ぐ架け橋とし

て、今後のチャーター便の運航と、定期便の就航

について強く要請しました。その後、和歌山の観

光資源等について意見交換を行い、チェ・ジョン

ホ副社長からは、「和歌山をもっと研究し、定期

化に向けた検討を進めていきたい」との発言があ

りました。 

また、航空機の安全管理やカスタマーサービス

を統制する施設「総合統制センター（Operations

＆Customer Center）」の視察を行いました。 

  

総合統制センター視察の様子 

大韓航空ﾁｪ･ｼﾞｮﾝﾎ副社長らとの会談の様子 

韓進観光訪問の様子 

（写真中央）水嶋在大韓民国日本国大使 

（写真右）山下直也日韓親善和歌山県議会議員連盟会長 
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                         和歌山県政トピックス  

 

（２）香港訪問 ２月 22 日（土）～23 日（日） 

 

 EGL ツアーズ創立 39 周年記念祝賀会  

■日 時：２月 22 日（土）16 時 30 分～21 時 00 分 

■場 所：香港コンベンション＆エキシビジョンセンター  

知事は、県内の観光事業者８社 15 名と

共に、香港における訪日団体旅行の取 

扱いが最大で、和歌山県へ多くの団体旅行

客を送客いただいている EGL ツアーズの

創立 39 周年記念祝賀会に出席しました。 

祝賀会には約 1,700 人が出席し、日本か

らも多くの自治体や旅行事業者などが出

席しました。知事は平安衣装で登壇し、39 周年の祝辞を述べ、日頃の和歌山県

への送客に対するお礼を伝えるとともに、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」

など和歌山県が世界に誇る観光資源の PR を行いました。 

 

 EGL ツアーズ本社訪問  

■日 時：２月 23 日（日）11 時 30 分～13 時 30 分 

■場 所：EGL ツアーズ本社 

知事は、県内の観光事業者６社 10 名と共に、

袁社長他同社幹部に対し、和歌山県の魅力を紹

介するとともに、新たな観光素材について提案

を行いました。 

本県のインバウンドの取組において最も重

要な地域の一つである香港において、成長を続

ける EGL ツアーズとの関係をより一層強化で

きたことは、今後の本県への更なる観光客誘致につながることが期待されます。 

  

平安衣装に身を包んだ知事と EGL ツアーズ袁社長 

知事と EGL ツアーズ袁社長 
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 和歌山県政トピックス                       

 

●企業立地等の実績について（１月～３月）                  

 

本県の企業立地等の取組について、１月～３月の実績を御紹介します。 

 引き続き、本県のビジネス環境と生活環境の良さを多くの企業に PR し、本県

への企業誘致を進めていきます。 
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                            お 知 ら せ  

 

●「佐藤春夫の美術愛」を開催中です                 

 

県立近代美術館は、昨年度、佐藤春夫（1892-1964）

が所蔵していた美術作品 61 件 148 点を寄贈いただ

きました。このことを記念し、春夫ゆかりの美術作

品を多くの方にご覧いただく機会として「佐藤春夫

の美術愛」を開催しています。 

 和歌山県新宮市に生まれた佐藤春夫は、明治から

昭和にかけて、詩や小説の創作を中心に、文学の世

界で大きな足跡を残しました。同時に春夫は、「二十

のころの希望は文学と美術との二つに分かれてい

た」と回想しており、若き日に抱いた美術へのあこ

がれを、生涯持ち続けることになります。 

春夫は新宮で育った少年のころ、詩書画に関心の

高い父の影響を受けつつ、大石誠之助や西村伊作ら

がもたらした新しい思想や文化にもふれます。さら

に同地を訪れた石井柏亭ら一流の美術家や文化人

との交流を通して、文学とともに美術への関心を深めました。上京後には自身

の肖像画制作を通して高村光太郎と親交を結ぶなか、自らも絵筆をとって絵画

の制作を始め、設立されたばかりの二科展では連続入選を果たします。 

自著の装幀や挿画は美術家と共同で

仕事をする機会を生み出し、それが若

い美術家の支援にもつながりました。 

なかでも大正から昭和の戦前期にか

けて、木版画で特異な幻想の世界を描

き出した谷中安規とは特別な交流が生

まれ、春夫の手元には多くの作品が残

されました。本展では詩情あふれる木

版画を手がけた川上澄生の作品、また

里見弴、武者小路実篤とシリーズを分

け合ったゴヤの連作版画集〈ロス・カ

プリーチョス〉など、春夫が愛蔵した版画も数多くご紹介します。佐藤春夫の

文学作品に関心を持つ方はもちろん、多くの方に文豪の知られざる美術コレク

ションからその美術との関わりについて理解を深めていただくことで、改めて

春夫の作品世界を知り、楽しんでいただく契機にもなればと考えています。 
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 お 知 ら せ                          

 

●MOMAW ｺﾚｸｼｮﾝ「和歌山ゆかりの作家と近代の美術」「現代の美術」を開催中です                          

 

「MOMAW コレクション」では、和歌山県ゆかりの美術家を軸にした県立近代美

術館（The Museum of Modern Art,Wakayama）の特色あるコレクションを通し

て、19 世紀末から今日までの日本と海外の美術をご覧いただけます。館内２階

の展示室では 2025（令和７）年度を通して「現代の美術」をテーマに、１階の

展示室では「佐藤春夫の美術愛」展の開催期間に合わせて、「和歌山ゆかりの

作家と近代の美術」をテーマに開催しています。 
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                            お 知 ら せ  

 

●令和７年度春期企画展「古代人のよそおい」を開催中です       

 

 県立紀伊風土記の丘では、春期企画展「古代人の

よそおい」を開催しています。 

先史より日本列島の人々は、アクセサリーや化粧

など様々な方法でよそおい（装い／粧い）を凝らし

てきました。和歌山県内の遺跡からは、発掘調査に

より縄文時代から奈良時代を中心に、様々なアクセ

サリーが出土しており、古代の人々のよそおいに関

する多くの情報が得られています。 

また、県内外の遺跡から見つかる縄文時代の土

偶、古墳に立て並べられた人物埴輪、飛鳥時代の古墳壁画の表現などからは、

当時のアクセサリーの装着方法、服装や髪形、化粧やイレズミなど、出土品の

みの観察からだけでは明らかにできない古代のよそおいについてうかがい知る

ことができます。 

遺跡からの出土品や関連資料から復元される古代

人のよそおいは、単なるおしゃれに留まらず、魔除け

などのまじないや、その人物の役割、地位、出身とい

った性格を表すなど、時代や場面に応じて様々な意味

が込められたと考えられます。 

本展示では、玉類を中心とするアクセサリーや、当

時の服装等の手掛かりとなる考古資料を通じて、古代

の人々のよそおいの多様性や、よそおいに込められた意味を紹介します。 

皆さん、是非お越しください。 
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 お 知 ら せ                          

 

● 和歌山県×三越伊勢丹ものづくり事業オンライン販売開始！～「紀の国」

がが生んだ逸品で、想いを伝える。～                 

 

県では、県産品のブランド力向上と販路拡大をめざし、2017（平成 29）年度

から「わかやま産品魅力再発見事業」を実施しています。本年度も、株式会社

三越伊勢丹のバイヤーのアドバイスにより、県内製造事業者が自社商品のブラ

ッシュアップを実施しました。 

三越伊勢丹のオンラインギフトサイト「MOO:D MARK by ISETAN」内にて、同

社がセレクトした県内製造事業者の商品とともに、リニューアルした商品の情

報発信及び販売を行っております。開発商品 11 商品（４事業者）、セレクト商

品８商品（４事業者）の詳細は以下のとおりです。是非御覧ください。 
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                            お 知 ら せ  
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 お 知 ら せ                          
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                            お 知 ら せ  

 

●和歌山公式ワーケーションサイトをリニューアルしました！      

 

県では、より多くの方にワーケーションを体験していただくため、これまで

運用していた公式ワーケーションサイト「WAKAYAMA WORKATION PROJECT」をリ

ニューアルしました。 

今回、モデルコースの提示や検索機能の強化を行うことで、企業単位で来ら

れる方だけでなく個人で来られる方のニーズにもお応えすべく、内容を充実さ

せました。 

新たに構築した「わかやま Workation Project」を、是非御活用ください。 
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 お 知 ら せ                            

 

●「企業版ふるさと納税」で和歌山県の取組を応援しませんか？     

 

企業版ふるさと納税とは、企業の皆様が寄附を通じて地方公共団体の地方創

生プロジェクトを応援した場合に、税制上の優遇措置が受けられるほか、様々

なメリットがある仕組みです。 

和歌山県では、この制度を活用し県の地方創生の取組を応援していただける

企業の皆様を募集しています。 
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                            お 知 ら せ  
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★お問合せ窓口★  
〒102-0093 
東京都千代田区平河町２-６-３ 

都道府県会館12階 
和歌山県東京事務所 

担当 松場 
電話 03-5212-9057 
FAX  03-5212-9059 

★お問合せ・申込窓口★  
〒640-8585 
和歌山市小松原通一丁目１番地 
総務部総務管理局税務課 
担当 野田、大亦、西浦 
電話 073-441-2186（直通） 
FAX  073-423-1192 
E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp 

 お 知 ら せ                            

 

●ふるさと和歌山応援寄附【わかやま未来応援型】の御案内               

 

ふるさと納税制度は、「生まれ育った

ふるさとに貢献できる制度」、「自分の

意思で応援したい自治体を選ぶことが

できる制度」として創設されました。 

和歌山県では、ふるさと納税制度の

原点に立ち返り、「和歌山を応援した

い」「この取組を支援したい」というお

気持ちから、返礼品を設けずに御寄附

を頂く新たな寄附メニューとして、ふ

るさと和歌山応援寄附【わかやま未来

応援型】を設け本年４月より募集を開

始しました。 

従来のふるさと和歌山応援寄附は

【県産品応援型】（返礼品有り）、【教育

環境充実型】（返礼品無し）として引き

続き募集しています。 

和歌山県外にお住まいで【県産品応

援型】（返礼品有り）に 13,000 円以上の御寄附を頂いた方には、和歌山県優良

県産品として県が認定した商品等のうち、事業者の協力を得て選定した返礼品

をお選びいただけます。和歌山県が誇る優良産品を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふ

るさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますようお願い申し

上げます。 

 

 

 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－･ 

  

各 ポ ー タ ル サ イ ト の ２ 次 元 コ ー ド は こ ち ら  

ふ る さ と  
チ ョ イ ス  

ふ る さ と 和 歌 山 応 援 サ イ ト の ２ 次 元 コ ー ド は こ ち ら  

ふ る な び  ANA の  
ふ る さ と 納 税  さ と ふ る  

わ か や ま  
未 来 応 援 型  県 産 品 応 援 型  教 育 環 境 充 実 型  
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                            お 知 ら せ  

 

●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組              

 

①わかやま未来応援型（返礼品無し） 

○地域における防災力の向上 

○和歌山県スポーツキャンプ誘致推進 

○大学生等による和歌山県内での地域貢献活動の推進 

○地域づくり団体等による関係人口創出拡大事業の推進 

○e スポーツの推進による新たな若者文化の形成と地域の活性化 

○デジタルクリエイティブ拠点の創出 

○こどもの居場所づくり 

○チャレンジドの社会参加促進 

○医療と福祉の DX 推進 

○和歌山を宇宙のまちにしよう！ 

○県アンテナショップ「わかやま紀州館」を活用した県産品の魅力発信 

○希少な和歌山県産ブランド和牛の認知度向上 

○和歌山県立近代美術館の活動を応援し、豊かな文化を創る 

○南葵音楽文庫 10 周年記念事業 

○和歌山ミュージックアカデミー U18 

 

②県産品応援型 

○生涯スポーツと文化の振興 

○がん対策の充実 

○犬猫の殺処分ゼロを目指す活動への支援 

○世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保全や活用 

○南紀熊野ジオパークの推進 

○地元企業への就職を促進する奨学金返還支援 

○学校図書館や県立図書館の蔵書の充実 

○わかやまの美しい海づくり 

○わかやまの文化財の保護 

○大切なふるさとの森を守り育てる 

○わかやまのナショナルトラスト 

○わかやまの農林水産業の振興 

○子育て支援の充実 

 

③教育環境充実型（返礼品無し） 

○こどもたちの教育環境の充実 

 

皆様から頂いた寄附金の成果につきましては、「ふるさと和歌山応援サイト」

などで報告させていただきます。 
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 ふるさと歳時記                          

 
＊最新の情報は、主催者等へお問い合わせください。 

 

 イベント情報（５月～７月）  
 
 

開催日・時期  行事名  場所  問い合わせ先  

５月３日 
イノブータン王国建国 

40 周年祭 

すさみ海水浴場 

（すさみ町） 

イノブタダービー 

実行委員会 

0739-55-2293 

５月４日 

～５日 
紀州九度山真田まつり 

道の駅「柿の郷くど

やま」芝生広場 

（九度山町） 

真田祭実行委員会 

0736-54-2019 

５月 11 日 和歌祭 
紀州東照宮 

（和歌山市町） 

和歌山市観光課 

073-435-1234 

５月 17 日 加太春日大社 えび祭り 
加太春日大社 

（和歌山市） 

加太春日大社 

073-459-0368 

６月 14 日 紫陽花祭 
熊野那智大社 

（那智勝浦町） 

熊野那智大社 

0735-55-0321 

６月 16 日 恋し野の里 あじさい祭り 
恋し野の里あじさい園 

（橋本市） 

橋本市恋野地区公民館 

0736-33-2458 

７月６日 
みさと天文台 30 周年イ

ベント 

みさと天文台 

（紀美野町） 

紀美野町みさと天文台 

073-498-0305 

７月 14 日 那智の扇祭り 
熊野那智大社 

（那智勝浦町） 

熊野那智大社 

0735-55-0321 

７月 24 日 

～25 日 
天神祭 

和歌浦天満宮 

（和歌山市） 

和歌浦天満宮 

073-444-4769 

７月 26 日 

～27 日 
粉河祭 

粉河とんまか通り 

粉河産 神社 

（紀の川市） 

粉河祭保存会事務局 

0736-77-2511 
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                            ふるさと歳時記  
 
 

 自然・風物情報（５月～７月）  
 
 

 
 
 
 
 
 

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

～５月上旬 
養翠園のカキツバタ  
見頃  

養翠園 

（和歌山市） 

養翠園 

073-444-1430 

５月上旬 

～中旬 

ぶどう山椒（生山椒）

出荷最盛期  
紀美野町 

海草振興局 

農業水産振興課 

073-441-3382 

５月下旬 ホタル鑑賞の夕べ 日高川町玄子地区 
日高川町商工会 

0738-23-3434 

５月下旬 

～６月下旬 
花しょうぶ開花  

とびやま花しょうぶ園 

（御坊市） 

御坊市観光協会 

0738-23-5531 

５月～８月 新しょうが出荷最盛期  
和歌山市 

(河西、布引、小豆島) 

海草振興局 

農業水産振興課 

073-441-3382 

６月中旬 玉川峡のホタル見頃  九度山町丹生川地内  
九度山町観光協会 

0736-54-2019 

６月中旬 

～下旬 
びわ出荷最盛期  海南市下津町 

海草振興局 

農業水産振興課 

073-441-3382 

６月 棚田ウォーク  
あらぎ島周辺 

（有田川町） 

清水行政局産業振興室 

0737-22-7105 

７月中旬 

～８月中旬 

ぶどう山椒（干山椒）

出荷最盛期  
紀美野町 

海草振興局 

農業水産振興課 

073-441-3382 
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 和歌山だよりに対する御意見・御感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌 

山に関する情報を御提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと

考えています。（下記の FAX（様式自由）、E-Mail 等でお願いします。） 
     

■FAX    073-422-4032 

■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

 
 

★「和歌山だより」Web 版を和歌山県ホームページにアップしています。Web 版

ではカラーの紙面を楽しんでいただけますので、是非御覧ください。 

＊ 個 人 情 報 に つ き ま し て は 、 「 和 歌 山 だ よ り 」  

の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、 使 用 い た し ま せ ん 。  

2025 年（令和７年） NO.186 

和歌山県 秘書課  
〒 640- 8 58 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
TEL 073-441-2026 

 

県ホームページ 

QR コード 

ふるさと和歌山 

応援サイト QR コード 


